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令和５年度 消防本部の重点課題 

部長名 浪指 孝章 

＜全体方針＞ 

 立入検査の実施や住宅用火災警報器の普及啓発などにより火災予防意識を高めます。また、多発化・激甚化する災害に対応できるよう、耐震性防火水槽などの消防施

設及び車両を含めた資機材等装備の充実を図りながら、高度化・専門化する消防業務を遂行できる消防職員及び消防団員の育成を重点的に進めるとともに、消防団との

連携強化を図り、地域の総合的な防災力向上を目指します。 

＜課ごとの指導方針＞ 

総務課 

適切な予算編成や予算執行及び決算、また消防行政財産の適切な管理を行います。 

消防に求められる活動に見合う装備を整備するなど消防職員及び消防団員の安全確保に取り組みます。 

多発化・激甚化する災害に対応できるよう、消防職員及び消防団員に対して効果的な教養、訓練を実施するとともに、定住自立圏での広域化及び消防の連携・協力に

ついての検討会を開催するなど消防力の強化に向け協議を進めます。 

予防課 

 違反対象物公表制度に伴い重大違反対象物の違反是正を行います。査察体制強化の職員育成を行います。 

 住宅用火災警報器の設置率が低いため、職員の訪問で設置率の向上を目指します。 

防災課 

 車両更新計画に基づき、多様化した災害に応じた消防車両の配備を行います。 

 救急車の適正利用について、広く市民に対して啓発活動を行います。 

 耐震性貯水槽の設置を継続して行います。 

令和５年度 各課の重点的取組 最終評価 

課名 

(連携が必要な部署) 
重点課題 

課題解決に向けた 

具体的方策 
成果目標 総合計画 

評価 

(進捗結果) 
所見 

総務課 

（各課、各署） 

 

 

★高度な災害対応能力を

持った職員の育成 

【重点プロジェクト】 

 

●若手職員の育成を強化する

とともに、階層別研修を充実

させる。また、救急救命士の

養成に加え、消防職員に専

消防大学校  

 1名 

 

 

№28 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

消防大学校幹部科は、本市に

配分がなく受講できなかった

が、実務講習に２名を受講させ

ることができた。 
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★地域防災力の強化 

【重点プロジェクト】 

 

 

 

 

 

 

 

門知識を習得させるため、

救命士研修所及び消防大

学校・県消防学校へ入校さ

せるなど、専門知識に関す

る研修を充実させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●消防団活動について社会

的理解を深めるためイベ

ントなどに赴き消防団の存

在意義や役割、やりがい

や処遇等が伝わる広報活

動を展開することで加入の

促進を図る。 

 

●古い消防屯所及び機械器

 

県消防学校 

 初任教育   2名 

 専科教育  １７名 

 特別教育  １４名 

 

救急救命士養成 

          １名 

指導救命士養成 

         1名 

 

 

 

 

 

 

 

○定員６９８名の充足 

 

 

 

 

 

 

 

○第５分団（金倉）屯所及

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№28 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

香川県消防学校での教育も予

定どおりの人数を受講させること

ができた。 

 

消防大学校     

 査察ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｺｰｽ 1名 

 女性活躍推進ｺｰｽ 1名 

県消防学校  

 初任教育    ２名 

 専科教育   １７名 

 特別教育   １４名 

 

救急救命士養成 

           １名 

指導救命士養成 

          １名 

 

実人数    ６０８名 

 普及啓発をはじめ、各分団で

入団者を確保しているが、途中

で退団者する者が多く、充足率

が低迷しており、これからを担う

若手団員と意見交換を開催する

など消防団の活性化に取り組ん

でいる。 

 第５分団（金倉）屯所は３月中
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★消防の広域化 

 

具置場の更新 

 

 

●訓練塔及び資機材保管庫

の建設。 

 

 

 

●定住自立圏で広域化につ

いての検討会を開催する

など広域化に向けて協議

を進める。 

び第１２分団（田井）機械

器具置場の建設 

 

〇訓練塔及び資機材保

管庫建設の着工 

 

 

 

○定住自立圏消防間協

議を開催し、広域化に向

けた意見交換の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12－① 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

旬に、第１２分団（田井）機械器

具置場は１２月下旬に完成した。 

 

 訓練塔及び資機材保管庫建設

は、３月中旬に完成し、令和６年

4月から供用を開始した。 

 

 指令の共同運用を行っている

善通寺市及び多度津町の２市１

町で構成する中讃消防指令セン

ター事務協議会において、広域

化に関する意見交換を行いなが

ら、広域化の是非について判断

できるよう資料作成を行ってい

る。 

予防課 

（各署） 

★重大違反対象物の改

善 

 

●防火対象物の実態把握に

努めるとともに、消防用設備

未設置対象物及び点検未報

告対象物を重点に指導を行

う。 

 

●重大違反対象物に対して

の指導及び改善を行う。 

 

 

 

防火対象物年間300件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12－② Ｃ 

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

 

 

非特定防火対象物を中心に

436件（予防課237件、北消防署

110 件、南消防署 89 件）の立入

検査を実施した。 

 

 

特定防火対象物の重大違反

対象物は７件中、４件を是正し

た。(１年経過を目途に違反処理

に着手している。) 

非特定防火対象物の重大違
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●危険物施設等の維持管理

の指導を行う。 

 

 

 

危険物施設年間100件 

 

 

 

Ｃ 

反対象物は１７件中、６件を是正

した。 

 

全危険物施設３０９件を３年で

一巡する予定としており、令和５

年度は、１４７件実施した。 

★住宅用火災警報器の

設置、点検、維持管理の

推進 

【重点プロジェクト】 

●住宅用火災警報器の未設

置世帯への指導を行う。 

なお、設置世帯に対しては、

定期的な作動確認、適切な

本体交換の指導を行う。 

職員が訪問して未設置世

帯に設置を促し、設置世

帯には保守点検の指導

を行う。また高齢者非課

税世帯に対し給付を行っ

ていく。 

Ｎｏ28 Ｃ 訪問による設置推進はこれま

でに 8,644件実施した。また、高

齢者非課税世帯の給付事業は

140 件実施するなど、成果目標

は予定どおり進んでいるが、全

国平均を上回る設置率にするた

めには、給付事業を拡大する対

応策を考慮しなければならな

い。 

防災課 ★消防車両の更新を図

り、防災力強化を推進 

【重点プロジェクト】 

●更新年数や配備先の災害

対応等を考慮し、計画的に

車両配備を行う。 

○消防署  2台 

消防団  5台 

       

№28 Ｃ 消防署・消防団に計画どおりの

車両配備が行われた。 

★救急車の適正利用の

推進 

【重点プロジェクト】 

●関係機関へのポスター等

の掲示及び中讃テレビやＳ

ＮＳを活用した啓発活動を行

う。 

○緊急性のない軽症傷

病者搬送件数の抑制 

№28 Ｃ ポスター配布や中讃テレビ等を

活用した啓発活動を実施済みで

ある。 

★耐震性貯水槽の設置 

【重点プロジェクト】 

●地域条件を考慮しながら

設置を行う。 

○新設３基 №28 Ｃ ２基は設置完了しており、残り１

基（赤坂団地）は工期延長となった

が、次年度４月に完成予定であ

る。 
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★応急手当普及啓発の

推進 

【重点プロジェクト】 

●バイスタンダーが行うＡＥ

Ｄと応急手当の重要性を理

解させる。 

○講習会受講者数 

 １，５００名 

№28 Ｂ 防災訓練等が再開されたことに

より受講者数が増え、３月末までに

２，７５２人が受講され、成果目標

を上回った状況である。 

 


